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●
福
島
を
忘
れ
な
い

福
島
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
自
身

が
、
福
島
の
現
実
と
向
き
合
い
、
福
島
が
抱
え
て

い
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
、「
汚
染
水
」「
県
民

健
康
管
理
調
査
」「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」

「
避
難
し
て
い
る
人
々
の
問
題
」「
原
発
告
訴
団
」
等
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。　

　

今
回
は
「
原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
法
」
に
つ

い
て
、
一
緒
に
考
え
て
行
き
た
い
。
こ
の
法
律
は
、
被
災

者
支
援
の
あ
り
方
を
定
め
た
理
念
法
で
、
昨
年
６
月
、
超

党
派
の
議
員
立
法
と
し
て
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
、

成
立
し
た
。
こ
の
法
律
の
特
徴
は
、
放
射
性
物
質
は
自
治

体
の
境
界
超
え
て
拡
散
す
る
。
健
康
へ
の
影
響
の
評
価
が

定
ま
ら
な
い
現
状
で
は
、
被
災
者
一
人
一
人
の
意
思
を
尊

重
し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
支
援
法
は
国

の
避
難
指
示
基
準（
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
超
）に
は
達
し
て

い
な
い
も
の
の
、
放
射
線
量
が
一
定
基
準
以
上
の
地
域
を

「
支
援
対
象
地
域
」
と
し
、
国
が
医
療
面
で
被
災
者
を
支

援
す
る
と
規
定
し
た
。
支
援
対
象
地
域
で
の
❶
居
住
❷
避

難
❸
避
難
か
ら
の
帰
還
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
個
人
の

選
択
を
尊
重
す
る
、
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
法
案
成
立
か
ら
１
年
以
上
も
放
置
さ
れ
、

や
っ
と
８
月
30
日
に
復
興
庁
が
公
表
し
た
基
本
方
針
案
は
、

本
末
転
倒
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

放
射
線
量
の
一
定
基
準
を
定
め
な
い
ま
ま
、
福
島
県
内

33
市
町
村
を
支
援
対
象
地
域
と
し
た
か
ら
だ
。
復
興
相
は

線
量
に
よ
る
画
一
的
な
線
引
き
は
「
地
域
を
分
断
す
る
」

と
い
う
が
、「
地
域
」
で
は
な
く
、「
被
災
者
」
を
支
援
す

る
と
い
う
、
法
の
理
念
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
同
時
に
、

１
２
０
の
施
策
も
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
も
骨
抜
き
の

意
図
が
明
確
だ
。
８
割
程
度
は
各
省
庁
が
実
施
す
る
既
存

施
策
で
、
県
外
避
難
者
向
け
と
み
ら
れ
る
新
施
策
は
２
～

３
だ
け
。
昨
年
12
月
に
新
規
受
け
付
け
が
打
ち
切
ら
れ
、

復
活
を
求
め
る
声
が
強
か
っ
た
県
外
避
難
者
た
め
の
家
賃

補
助
も
、「
避
難
者
の
帰
還
が
進
ん
で
い
る
」
と
の
理
由

で
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
支
援
法
に
謳
わ
れ
た
、「
個

人
の
選
択
の
尊
重
」
を
無
視
し
て
、
福
島
へ
の
帰
還
促
進

を
打
ち
出
し
た
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

越
谷
市
議
会
で
は
９
月
議
会
に
支
援
法
の
基
本
計
画
早

期
制
定
な
ど
を
求
め
る
国
へ
の
意
見
書
が
提
案
さ
れ
た
。

民
主
党
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
提
案
し
、
新
政
ク
ラ
ブ
、

公
明
党
越
谷
市
議
団
、
保
守
無
所
属
の
会
が
賛
成
者
と

な
っ
て
い
る
。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今
日
現
在
で
は
可

否
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
地
方
議
会
か
ら
も
良
識
あ
る

声
が
あ
が
る
こ
と
を
切
に
望
む
。　
　
　
　
（
高
橋
正
久
）

第3金曜日集会 第６回越谷行動　9・20

だんだん日没は早くなり、この時間には既に真っ暗。でも意気は軒昂。この日の参加者は 62人

次の「さようなら原発３金行動」は10月18日（金）、11月は15日（金）です。
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「東電株主代表訴訟」第 8回口頭弁論 
●日時　９月 26 日　　午前 10 時 30 分 ~　東京地裁 103 号 ( 地下鉄「霞ヶ関駅」「桜田門駅」)
●報告会 & 学習会　会場：ハロー貸会議室虎ノ門（地裁より、徒歩 10 分）
12 時半 ~ 14 時半＝裁判報告（代理人弁護士）／東電の今までの主張の問題点（原告・山崎久隆）＊当日は抽選にな
るかも知れません。950 頃までに裁判所前に（９時半頃より、地裁前にて原告がアピール）。

0929☆反原発渋谷大行進
●日時：2013 年 9 月 29 日（日）
●会場：代々木公園、けやき並木（渋谷側）集合 ※雨天決行／●デモコース（予定）集合：14:00　デモ出発：15:00 ／
●主催：首都圏反原発連合

10.13 No Nukes Day原発ゼロ☆統一行動
●日時：2013 年 10 月 13 日 ( 日 )　13:00 から集会　14:00 からデモ／デモ終了後、以下の行動に合流。17:00

～ 19:00　国会前大集会　（主催：首都圏反原発連合）
●会場：日比谷公会堂
●主催：首都圏反原発連合　●共催：さようなら原発 1000 万人アクション／原発をなくす全国連絡会　●協力：
脱原発世界会議／経産省前テントひろば／再稼働阻止全国ネットワーク

田中正造 未来への大行進
●集合：10 月 13 日（日）春日岡山惣宗寺（佐野厄除け大師）佐野市金井上町 2233 ／佐野駅から徒歩 12 分 
●行進：佐野市街中心部
●当日スケジュール：10：00 ～ 開会式／ 10：30 ～大行進スタート／ 12：00 ～佐野駅前着（出
演／せきぐちゆき・田中正造八木節・よさこい踊り）／ 13：00 ～閉会式（感謝状贈呈・仮装大賞発表／テーマソ
ング「渡良瀬の夢」大合唱
●参加方法：参加自由／仮装大歓迎（田中正造・カツなどゆかりの人物、農民、車夫など）／旗。プラカー
ドなど大歓迎
●主催：田中正造没後 100 年記念事業を進める会

９・10
月
の
主
な
ア
ク
シ
ョ
ン
＆
イ
ベ
ン
ト

越
谷
駅

東
口

市民会館

ツインシティ

中土手集会
会場

平和橋

市
役
所

大
垣
市
内
の 「
被
爆
地
跡
」
碑
　
　
　
　

　

岐
阜
県
大
垣
市
、
大
垣
城
の
北
約

２
０
０
m
、
水
門
川
左
岸
に
写
真
の

碑
が
ひ
っ
そ
り
と
立
っ
て
い
る
。
高

さ
１
m
ほ
ど
の
さ
さ
や
か
な
碑
だ

が
、
褐
色
の
石
に
刻
ま
れ
た
「
被
爆
」

の
文
字
に
、
ド
キ
ッ
と
す
る
。
辞
書

を
ひ
け
ば
「
爆
撃
を
受
け
る
こ
と
」「
原
水
爆
に

よ
る
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
放
射

能
の
害
を
こ
う
む
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
の
言

葉
は
後
者
を
指
す
の
が
一
般
的
だ
ろ
う
。
実
は
、

こ
の
碑
は
１
９
４
５
年
の
７
月
24
日
の
深
夜
に

落
と
さ
れ
た
原
爆
の
模
擬
爆
弾
投
下
に
よ
る
犠

牲
者
を
悼
む
碑
な
の
だ
。
死
者
20
名
、
負
傷
者

１
０
０
名
と
裏
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

通
称
「
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
」。
８
月
９
日
、
米

軍
Ｂ
29
が
長
崎
に
投
下
し
た
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
原

爆
、
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン
と
同
じ
重
さ
、
約
4.5
ト
ン
で
、

同
一
形
状
で
作
ら
れ
た
も
の
。
原
爆
投
下
訓
練

の
た
め
、
新
潟
、
大
阪
な
ど
全
国
30
都
市
に
49
発
、

こ
の
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
模
擬
爆
弾
と

い
っ
て
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
な
ど
の
核

物
質
が
充
填
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
通
常
の

１
ト
ン
爆
弾
の
約
2.6
倍
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
火
薬
を
充
填

し
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
破
壊
力
は
大
き
い
。
７

月
21
日
か
ら
米
軍
は
数
度
の
爆
撃
で
こ
の
爆
弾

を
投
下
、
死
者
４
０
０
人
、
負
傷
者
１
２
０
０

人
以
上
。
そ
う
し
て
、
あ
の
８
月
６
日
、
９
日

と
な
る
（
春
日
井
市
に
は
何
と
８
月
14
日
に
）。

　

こ
の
一
連
の
爆
撃
は
、
原
爆
投
下
の
訓
練
、
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
で
、 

そ
の
実
態
は
長
い
間
知
ら
れ
て

は
い
な
か
っ
た
が
、
１
９
９
１
年
、
春
日
井
の

戦
争
を
記
録
す
る
会
、
金
子
力
氏
の
綿
密
な
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
だ
。

　

模
擬
と
は
い
え
、
こ
の
爆
弾
は
「
原
爆
」
と

し
て
投
下
さ
れ
、
Ｂ
29
乗
員
と
司
令
官
た
ち
は

綿
密
に
「
実
地
」
の
原
爆
投
下
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
く
り
返
し
て
い
た
わ
け
だ
。
軽
々
に

は
用
い
る
こ
と
の
な
い
「
被
爆
」
の
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
る
訳
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

そ
の
後
も
金
子
氏
は
米
国
国
立
公
文
書
館
な

ど
で
資
料
を
発
掘
、『
原
爆
投
下
部
隊
第
５
０
９

混
成
群
団
と
原
爆
・
パ
ン
プ
キ
ン
』（
共
著
）
を

ま
と
め
、
そ
の
実

態
を
克
明
に
記
し

て
い
る
。（
服
部
）

あき
すぺーす

福島を忘れるな
・再稼働を許すな

●
さ
よ
う
な
ら
原
発
越
谷
連
絡
会

は
、
再
稼
働
反
対
国
会
前
抗
議
行

動
（
毎
金
曜
日
）
と
、
第
３
金
曜

日
に
は
、
越
谷
独
自
の
集
会
と
パ

レ
ー
ド
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
第
３
を
除
く
金
曜
日
は
新
越
谷

駅
上
り
ホ
ー
ム
後
方
（
越
谷
駅
寄

り
）
に
、
16
時
半
集
合
・
出
発
し

て
い
ま
す
。

●
独
自
に
国
会
前
に
向
か
わ
れ
た

場
合
は
、
国
会
正
門
か
ら
見
て
左

側
歩
道
の
国
会
に
近
い
場
所
を
定

位
置
に
し
て
い
ま
す
。

●
第
３
金
曜
日
の
、
越
谷
独
自
行

動
（
３
金
脱
原
発
越
谷
行
動
）
は
、

市
役
所
東
側
の
中
土
手
に
18
時
集

合
・
開
始
で
、
ど
な
た
で
も
発
言

自
由
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
。
歌

や
楽
器
で
の
ア
ピ
ー
ル
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
こ
の
の
ち
、
越
谷
駅
ま
で
パ

レ
ー
ド
を
し
て
い
ま
す
。
誰
で
も
、

ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
集
会
・
パ
レ
ー
ド
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

●
お
問
い
合
わ
せ
は
、080-1229-

3661

飛
山
／080-5670-7177

増

田
／090-4010-1334

石
山
ま
で

田中正造没後100年記念事業

プラカードや楽器の持参大歓迎。どなたでも参加できます。越谷市役所東側、平和橋の下
「中土手公園」午後 6時集合。途中参加でも大丈夫です。仕事帰りに合流も大歓迎！

中土手集会・パレード（越谷３金行動）って何だ？


